
コンプライアンス
行動規範の改定  
　当社は、近年の世界における様々な社会課題の深刻化、日本国内
における超高齢社会の継続や自然災害の頻発などを受け、企業が
存続するための持続可能な社会の実現を前提とし、かつ「共助」の
精神や仕組みが求められる環境を踏まえ、行動規範を改定しました。
　行動規範は、「共助」「人権の尊重」「フェアネス」の3つの柱からな
るもので、当社グループの2025年のありたい姿「食を通じて社会課
題の解決に取り組み、持続的に成長できる強い企業になる」の実現
を目指して、社会的企業としてのあり方を示すカゴメグループ従業員
の日頃の行動の軸となるものと位置付けています。この周知徹底を
図り、法令や国際ルール及びその精神を遵守しつつ、高い倫理観を
持って社会的責任を果たしていきます。

コンプライアンス推進体制  
　カゴメグループでは、代表取締役社長を議長とするリスクマネジ
メント統括委員会のもとに、コンプライアンスを管掌する役員を委員
長とする「コンプライアンス委員会」を設置し、コンプライアンスの推
進やモニタリング状況の確認などを行っています。検討結果につい
ては、リスクマネジメント統括委員会などを通じて経営会議メンバー
へ報告がなされています。委員会事務局である法務部門が中心とな
り、日々コンプライアンスを推進しています。国内カゴメグループでは
職場での違法行為（ハラスメントや贈収賄などの腐敗を含む）や、そ
のおそれがある行為などについての相談や通報のための制度 
「カゴメコンプライアンスホットライン」を外部法律事務所内に設置し
ています。
　寄せられた通報については、通報者が不利益を被ることのないよ
うプライバシーを保護するとともに、速やかな調査と適切な措置・対
策を講じています。また、措置・対策を講じた事案については、通報
者や関与者が特定できないようにした上で社内で共有し、類似事案
の再発防止を図っています。2023年度は25件の相談・通報があり、
解決にあたりました。
　海外グループ企業でのコンプライアンスについては、重要な課題
として認識し、海外内部通報制度を導入して、米国、オーストラリアへ
と順次適用対象を拡大しています。
　今後もこれらの制度を適切に運用していくことで、違反行為の未
然防止、早期発見に努めます。
　コンプライアンス違反事案が発生した場合には、正確な事実関係
の把握と真因の究明に努めた上で、事実を真摯に受け止め、再発防
止策の徹底、違反した従業員の適正な処分などを行い、厳正に対処
します。
　なお、2023年度に贈収賄、汚職などにより法的措置を受けた事例
はありません。

コンプライアンス徹底のための取り組み  
　カゴメグループでは「カゴメグループ コンプライアンス実施規則」
を制定し、前述した「コンプライアンス委員会」のもと、事務局である
法務部門が中心となって、カゴメグループのコンプライアンスの徹底
を図っています。活動としては、コンプライアンスに関連する案件の
事前チェック、贈収賄防止や人権への配慮を含むコンプライアンス関
連情報の発信のほか、新入社員研修や新任管理職を対象とした集
合研修、eラーニングを通じた啓発、ケーススタディ、グループディス
カッションを取り入れたコンプライアンス社内講座などを継続的に実
施しています。
　近年においては、SDGsなど、世界的潮流として要請が高まってい
る腐敗防止に関する取り組みとして、海外子会社の腐敗リスクの評
価を行い、行動規範の実践として「カゴメグループ贈収賄防止方針」
を制定しました。また、スマートアグリなど、事業領域の拡大に対応し
て、国際的な平和や安全維持という安全保障の観点における適正な
輸出入管理を実現すべく、安全保障貿易管理体制の見直しなどを
行っています。定期的に遵守・運用状況の監査を行い、その結果を
取締役会に報告することで腐敗防止に努めます。

税務コンプライアンス  
　カゴメグループは、事業を行う全ての国や地域において税法を遵
守し、税務当局と良好な関係を保ち、適正に納税することで社会に
貢献していきます。毎年行われる税制改正や租税条約及びOECDガ
イドラインなどの国際税務におけるルールの変化に対しても、適時適
切に対応しています。社内に向けては定期的に税務コンプライアン
スに関するeラーニングなどを実施し、従業員の税法遵守に向けて啓
発を行っています。また、移転価格税制については移転価格管理規
定を定めており、グループに所属する会社間の国際取引に関し、独
立企業間価格の原則に基づき、取引当事者各々の機能、資産及びリ
スクを分析し、その貢献に応じ適切に利益配分・移転価格を算定し
ています。

株主・投資家への責任 
情報開示  
　当社は、株主・投資家の皆様にフェア（公平）、シンプル（平易）、タ
イムリー（適時）な情報発信を行うとともに、株主総会、決算説明会、
社長と語る会、工場見学などの IRイベントを通じて、株主・投資家の
皆様との、双方向のコミュニケーションの機会を大切にしています。

株主総会  
　多くの株主の皆様に株主総会に出席していただけるよう、「招集ご
通知」及び「招集ご通知添付書類」を早期にWeb開示・発送していま
す。当日は議長説明や映像でのビジュアル化を進め、分かりやすい報
告に努めています。またライブ配信を実施し、ご出席できない株主の

皆様にご視聴いただいています。総会後は、質疑応答の内容やアン
ケート結果を開示するなど、株主の皆様とのコミュニケーションの充実
に取り組んでいます。

経営監視  
　多くの株主の皆様の目で企業活動や経営成績についてご評価い
ただくことが、経営監視機能の強化につながると考え、2001年から
「ファン株主10万人づくり」に取り組んできました。その結果、2005
年9月末に株主数が10万人を超え、現在は約20万人となっています。
今後も、株主の皆様から頂いた貴重なご意見・ご要望を企業活動に
適切に反映させていきます。

内部統制 
3ラインモデルに沿った取り組み  
　カゴメグループは、中期経営計画の実現に向けて国内外で事業拡
大しているため、内部統制についてもグローバルスタンダードで 
ある「3ラインモデル」に沿った取り組みをグループ全体で進めてい

ます。この取り組みは、「同一部署が同時に担うべきでない機能を適
切に分離・配分し、組織内の相互牽制を利かせる」「各機能の責任の
所在を明確にし、全社最適の対応を可能にする」狙いがあります。
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経営管理者
（執行役員、管理職、リスクマネジメント統括委員会）

各組織の目標達成のための日々の活動

第1ライン（第1線）
支店、工場、事業部など
カゴメのバリューチェーン（需要創
造、生産、調達など）の各業務と、
日々のリスクマネジメント

第2ライン（第2線）
財務経理、IT、人事、品質、労働
安全衛生など
 第1線の業務について専門知識、
支援、モニタリングの提供

内部監査
独立したアシュアランス

第3ライン（第3線）
内部監査室
 独立した立場で、客観的なアシュア
ランスとコンサルティングの提供

取締役会　組織体の監督についてステークホルダーへのアカウンタビリティ　 監査等委員会

　第1ライン（第1線）は、カゴメのバリューチェーンにおける需要創
造、生産、調達、一次加工、栽培、研究開発、品種開発などを担う、
いわゆる「現場の第一線」の組織です。第1線では、各事業所で業務
遂行上の様々なリスクを把握し、それを適切にコントロールする仕組
み（業務分掌、ルール、文書など）を導入することで、日々の業務にお
いてリスクマネジメントを実践します。品質のFSSC22000、環境の
ISO14001など、必要なマネジメントシステムも導入し、第1線の各現
場で日々実践しています。
　第2ライン（第2線）は、財務経理、IT、人事、品質、労働安全衛生な
どを主管する専門組織で、第1線の業務について日々支援やモニタ
リングをしています。第2線の主管部署として、財務経理部、情報シス
テム部、人事部、品質保証部などが設置されています。また、リスク
マネジメント統括委員会が全社の体系的なリスクマネジメントを実
施しています。
　第3ライン（第3線）である内部監査室は、第1線と第2線から独立し
た立場で客観的なアシュアランス（監査を通じた組織診断）とコンサ
ルティングを提供しています。内部監査室はカゴメの組織目標の達成
に価値を付加するための組織であり、かつ組織的な独立性も必要で

あるため、社長と監査等委員会の2つのレポートライン（デュアルレ
ポートライン）を持っています。監査報告書、組織内の様々な改善点を
提示し、被監査部門、経営者、監査等委員会へ送付することで、組織
内の改善活動を促進します。アシュアランスには、社内のリスクに応
じて実施する内部監査や金融商品取引法が定める内部統制報告制度
（J-SOX）の活動を含みます。また、第1線、第2線の要請に応じて、専
門知識を活かしたコンサルティングも行っており、年間数十件の経営
管理者からの相談や要請に応じて助言や教育を行っています。
　カゴメグループ全体の内部統制においては、トップはもちろん、第
1～3線の従業員一人ひとりが普段から倫理的な行動を実践できる
ことが重要です。このため、内部監査室は年間を通じて全従業員へ
の社内啓発の情報発信を行うとともに、毎年全従業員を対象とした
「内部統制セルフチェック」を実施し、カゴメ従業員の意識や行動の
変化をモニタリングしています。またこのチェック結果は同年度の監
査計画にも活用しています。

コンプライアンス・内部統制の詳細については、Webサイトをご覧ください。 
https://www.kagome.co.jp/company/csr/management/

カゴメのマネジメント

カゴメコンプライアンスホットライン 
相談・通報受付件数の推移
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